
予算の有効活用で学校は変わります  

 みなさんはご存じでしょうか。 

 小林市は全国に先駆けて、学校予算の総額裁量制を実施しています。 

 この制度は、学校予算の総額を提示して、何にいくら使うかは学校の裁量に任せるというものです。 

限られた予算の中で、まず、学校を維

持管理するための予算（学校管理費）

をしっかりと確保して、教育活動を推

進する予算（教育振興費）をどう使う

か、みなさんの知恵とアイデアを出し

合いましょう。  

 そのためには、 

「何を買いたいか」＝「物」ではなく

「何をやりたいか」＝「事業」を考え

てみることが大切です。  
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～教育効果を高めるために全教職員の知恵とアイデアを～  

「何を買いたいか」ではなく「何をやりたいか」を考えましょう  

スクラップアンドビルドが 

ポイントです  

 総額裁量制とは言っても、緊縮財政の中で予算状況には厳しいものがあります。 

 まず、何をスクラップ＝節減できるかを考えて、新たなビルド＝事業を構築して

いきましょう。  

 みなさんは予算要求というと何を思われますか。 

 「毎年、来年度の備品の希望をだすあれのことで

しょう。」 

 確かに今までは教材教具の整備充実だけに目が向

けられがちでした。 

 でも、みなさん、「物を買う」ことだけが予算で

はありません。予算を有効に活用することで学校の

可能性が広がります。  
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たとえば 

【事業の現況】新規 

 年度初、年度末の学校繁忙期に印刷関係業務や

購入図書のコーティング作業等を外部委託する。 

【事業の効果】   

 教員が子どもと向き合う時間を確保することが

できる。 

【予算科目】 

印刷関係業務委託１５万円 

図書整理作業委託 ３万円 

【事業の現況】 

 学力の向上や体力の向上及びキャリア教育の充実を図るため、地域人材や専門的な人材及び保護者ボラン

ティア等を活用した教育活動を推進している。 

【事業の効果】 

  子どもたちに、確かな学力と将来に対する夢や希望をはぐくむことができる。 

【予算科目】 

  報償費 謝礼金 １５万円（リコーダー講師、書写講師、フォークダンス講師等） 

      謝礼品  ７万円（読み聞かせボランティア、保護者ボランティア等）  
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